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精神的健康の関連要因としての情動制御とパーソナリティ

―情動制御尺度（国際適応力尺度の下位尺度）の有効性についてII―

明　石　聡　子＊

The Emotion Regulation Scale
(Subscale of the Intercultural Adjustment Potential Scale)
predicts Mental Health above and beyond Personality

in Japanese College Students

AKASHI  Satoko

abstract

Akashi（2007）demonstrated that a measure of emotion regulation assessed by the Intercultural 

Adjustment Potential Scale- ICAPS predicted a variety of mental health variables in Japanese college 

students. This study extends the previous findings by examining whether ICAPS emotion regulation

（ER）can predict depression and self-esteem above and beyond the Big Five personality traits. In a 

sample of 394 Japanese college students, ICAPS ER was associated with decreased depression and 

improved self-esteem. These relationships remained statistically significant after controlling for the Big 

Five personality traits. 

 

Key words : emotion regulation, the Intercultural Adjustment Potential Scale (ICAPS) , personality,　 

depression, self-esteem 

はじめに

先行研究では、国際適応力尺度（The Intercultural Adjustment Potential Scale: ICAPS）によって測定

される心理的スキルが、様々な適応を予測することが報告されている（Matsumoto, LeRoux, Bernhard, & 

Gray, 2004; Matsumoto, LeRoux, Iwamoto, Choi, Rogers, Tatani, & Uchida, 2003; Matsumoto, LeRoux, 

Ratzlaff, Tatani, Uchida, Kim, & Araki, 2001; Matsumoto, LeRoux, Robles, & Campos, 2007）。ICAPSに

は、「情動制御（ER）」「開放性（OP）」「柔軟性（FL）」「批判的思考能力（CT）」という4つの下位尺度がある。

この中で、特にER尺度が、適応を予測する上で、最も重要な尺度であることが指摘されている（Matsumoto, 

Hirayama, & LeRoux, 2005）。Matsumoto et al.の一連の研究は、主に日本人渡米者やアメリカ人、その他の

国の移民を対象としてきたが、明石（2007）は、日本の大学生を対象としても、ICAPSのERが精神的健康を予

測することを確認している。本研究は、ICAPSのER尺度の有効性を更に確かめるべく、パーソナリティ変数と

の比較において、ICAPSのER尺度と精神的健康との関連を検証する。

キーワード：情動制御、国際適応力尺度、パーソナリティ、抑うつ傾向、自尊感情
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情動制御とは

情動制御の定義には、情動に伴う心理的プロセスの変化（Emotion as regulating）と、情動自体の制御

（Emotion as regulated）の二つの立場がある（Cole, Martin, &Dennis, 2004）。本研究では、後者の立場を取る。

無意識かつ自動的な反応は含めず、意図的に、情動の強度や持続時間を調整する能力に焦点を当てる（Eisenberg 

& Spinrad, 2004）。したがって、ここでは、情動制御を、「目標達成のために、情動反応を管理、調整できる能力」

と定義する（Matsumoto, 2006）。

情動制御と精神的健康

情動制御と精神的健康との関連は、様々な研究で確認されている（Bandura, Caprara, Barbaranelli, 

Gerbino, & Pastorelli, 2003; Garnefski, Teerds, Kraaij, Legerstee, & Van Den Kommer, 2004; Gross & 

John, 2003）。例えば、Gross & John（2003）やGarnefski et al.（2004）によると、情動制御方略の一つである、

認知的再評価（Cognitive Reappraisal）を行う人ほど、抑うつ傾向が低く、人生満足度や自尊感情、楽観性が

高い。また、自分は情動制御能力が高いと思っている人ほど、成績が良好であり、友人から誘われても、反社会

的行動には従事せず、他者の気持ちへの共感性も高い、という報告がある（Bandura et al., 2003）。

ICAPSのER尺度に関しても、日本人渡米者や、他国の移民、アメリカ人を対象とし、抑うつ傾向や不安の

低さ、社会的適応や主観的適応、人生満足度、結婚生活満足度の高さなどを予測することが報告されている

（Matsumoto et al., 2003; Matsumoto et al., 2004）。ICAPSのER尺度と精神的健康との関連は、日本の大学生・

高校生においても確かめられている（明石、2007; 平山、2006）。

パーソナリティと精神的健康

パーソナリティ特性に関しては、５つの特性因子によるBig Fiveモデルの研究が盛んである（McCrae & 

Costa, 1999）。５因子には、神経症傾向（情緒不安定性）、外向性、誠実性、調和性、開放性がある。パーソナ

リティと精神的健康との関連についても、これまでの研究で明らかになっている。例えば、Robins, Tracy, & 

Trzesniewski（2001）は、大規模な調査を行い、パーソナリティの５因子の内、外向性、誠実性、調和性、開

放性が、自尊感情と関連することを報告している。この結果は、異なる年齢、性別、社会階層、人種において

も当てはまるという（Robins et al., 2001）。また、外向性が高く、神経症傾向が低いほど、抑うつ傾向が低く、

自尊感情は高いということも確認されている（Cheng & Furnham, 2003; Chioqueta & Stiles, 2005）。

情動制御とパーソナリティ

　情動制御とパーソナリティは、関連性を持っていることが指摘されている（Matsumoto, 2006）。特に、ネガ

ティブな情動経験と相関の高い「神経症傾向」や、ポジティブな情動経験・表出と相関の高い「外向性」は、情

動制御に関連したパーソナリティ特性といえる（Matsumoto, 2006）。

　ただし、情動制御とパーソナリティは、理論的にも、実証的にも、異なる概念である（Lopes, Salovey, 

Cote, & Beers, 2005）。情動制御は、情報処理スキルや知識であり、それ故、学習し、変化し得るものである

（Lopes, et al., 2005; Matsumoto et al., 2007）。一方、パーソナリティは、個人の一貫した行動、思考、感情傾

向であり、状況や時間を超えて、比較的安定した特性である（Kokkonen & Pulkkinen, 2001）。

　精神的健康の予測においても、情動制御が、パーソナリティを凌ぐことが報告されている。例えば、Lopes, 

et al.（2005）は、パーソナリティ特性の影響を統計的に統制してもなお、情動制御が、対人関係の質の良さと

有意に関連することを報告している。また、Auerbach, Abela, & Ringo（2007）は、特に、情動制御と負の

相関を示す神経症傾向について検証し、神経症傾向が高くても、適切な情動制御スキルがあれば、リスクの高

い行動を起こしにくい、という結果を得ている。神経症傾向の悪影響に対し、情動制御スキルが緩衝的役割を

持つことが考えられる。ICAPSもまた、パーソナリティに加えて、適応を更に予測することが確認されている

（Matsumoto, et al., 2004; Matsumoto, et al., 2007）。
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本研究の目的

そこで、本研究では、日本の大学生を対象とした、ICAPSのER尺度の更なる有効性を検証する。ここでは、

抑うつ傾向と自尊感情を精神的健康の指標として用いる。まず、日本の大学生において、先行研究と同様の結果

が得られるか確認するため、⑴ICAPSのER尺度と抑うつ傾向、自尊感情との関連、⑵パーソナリティと抑う

つ傾向、自尊感情との関連、⑶ICAPSのER尺度とパーソナリティとの関連を検証する。そして、⑷階層的重

回帰分析を行い、抑うつ傾向と自尊感情の説明に、パーソナリティだけではなく、ICAPSのER得点も加えた際、

説明率がどの程度増加するのかについて調べることを目的とする。

方法

１．調査対象者

東京の大学と専門学校の学生394名（男性178名、女性214名、不明２名）を対象とした。平均年齢は19.13歳で

あった。

２．尺度

ア．ICAPS （Matsumoto et al., 2001）55項目から成るICAPSには、４つの下位尺度がある。本研究では、

このうち、情動制御（ER）尺度を用いた。ERは、ストレスや葛藤状況において、情動を安定させて対応でき

る能力を測定している。「普通は緊急時にうまく対処できる」などの11項目について、７件法で評定した。得点

範囲は11～77点で、得点が高いほど、情動を制御していることを示す（α=.72）。

イ．日本版 NEO Five Factor Inventory（NEO-FFI; 下仲・中里・権藤・高山, 1999）５つの主要なパーソ

ナリティ特性の次元を測定する尺度（大学生用）を用いた。神経症傾向（N）、外向性（E）、開放性（O）、調

和性（A）、誠実性（C）という５つの次元について、12項目ずつ、計60項目で構成されている。５件法で回答

を求めた。得点範囲は、それぞれ０～48点である（順にα=.80, .82, .64, .71, .75）。

ウ．東大式健康調査票の抑うつ尺度（THI; 鈴木・青木・柳井, 1989）日本人を対象に作成された健康調査の

うちの、抑うつ傾向を測る尺度である。｢近ごろ元気がないですか｣などの10項目について、３件法で評定した。

得点範囲は10～30点であり、得点が高いほど、抑うつ傾向が強いことを示す（α=.89）。

エ．自尊感情尺度（RSES; Rosenberg, 1965）の日本版（清水、2001; 山本・松井・山成、1982）全般的な自

尊感情を測る尺度である。「大体において自分に満足している」などの10項目について、4件法で回答を求めた。

得点範囲は10～40点であり、得点が高いほど、自尊感情が高いことを示す（α=.81）。

オ．属性変数　その他の属性変数については、年齢・性別・家族構成・学年を尋ねた。

３．手続き

授業時間内に質問紙を配布し、その場で調査を実施した。調査実施時には、調査は匿名で行われ、答えたくな

表１　記述統計量と各変数間の相関

変　数 M SD 1 2 3 4 5 6 7

情動制御

1. ICAPS ER 39.01 9.23
パーソナリティ

2. 神経症傾向(N) 30.87 7.32 -.73***

3. 外向性(E) 25.56 7.23 .28*** -.21***

4. 開放性(O) 29.50 5.75 .07 .02 .11*

5. 調和性(A) 29.58 5.75 .22*** -.21*** .46*** .04
6. 誠実性(C) 24.10 6.31 .31*** -.23*** .24*** .03 .24***

精神的健康

7. THI抑うつ傾向 18.36 5.00 -.60*** .59*** -.42*** .07 -.33*** -.26***

8. RSES自尊感情 23.96 4.61 .65*** -.58*** .27*** .08 .20*** .33*** -.61***

*p＜.05、***p＜.001。
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い項目には答えなくてもよいこと、調査協力は任意であることを教示した。

結　果

１．ICAPSのER尺度と抑うつ傾向、自尊感情との関連

各変数の平均値と標準偏差、および相関係数を表１に示す。ICAPSのER得点は、抑うつ傾向と中程度の負の

相関、自尊感情と中程度の正の相関を示した。

２．パーソナリティと抑うつ傾向、自尊感情との関連

抑うつ傾向とパーソナリティとの相関については、神経症傾向と中程度の正の相関、外向性と中程度の負の相

関、調和性、誠実性と弱い負の相関を示した。開放性と抑うつ傾向との間に、有意な相関は認められなかった。

自尊感情に関しては、神経症傾向と中程度の負の相関、外向性、調和性、誠実性と弱い正の相関が確認された。

開放性との相関は有意ではなかった。

３．ICAPSのER尺度とパーソナリティとの関連

ICAPSのER得点は、神経症傾向と負の強い相関を示した。また、外向性、調和性、誠実性と、ICAPSのER

との間には、弱い正の相関が認められた。開放性とICAPSのERの間に、有意な相関は認められなかった。

４．ICAPSのERは、パーソナリティに加えて、抑うつ傾向と自尊感情を説明するか？

まず最初に、性別や年齢などの属性変数の影響を統制するため、抑うつ傾向および自尊感情と、属性変数との

相関を確認した。抑うつ傾向と属性変数は、特に有意な関連が認められなかった。自尊感情に関しては、年齢が

高いほど、自尊感情が高いという相関が得られた。したがって、以下の分析では、自尊感情を目的変数とした時

に、年齢変数を統計的に統制することにした。

そして、パーソナリティ変数のみから精神的健康を説明するよりも、パーソナリティとICAPSのER得点の

両方を予測変数とすることにより、説明率がどの程度増加するのかを検討するために、階層的重回帰分析を行っ

た。抑うつ傾向を目的変数とした分析では、最初のステップに、パーソナリティの５得点（神経症傾向、外向性、

開放性、調和性、誠実性）を投入し、次のステップでICAPSの ER得点を投入した。自尊感情を目的変数とし

た分析では、最初のステップに、年齢を投入し、次のステップにパーソナリティの５得点、最後にICAPSのER

得点を投入した。回帰モデルから無駄な変数を除くことによって、自由度の減少を防ぎ、推定精度を上げるため、

各ステップでの投入法は、ステップワイズ法を用いた。

表２は、抑うつ傾向に対する分析結果である。最初のステップでは、パーソナリティ変数の中で、F値が大き

い順に、神経症傾向、外向性、開放性、調和性が選ばれた。その後、ICAPSのER得点を投入したところ、最終

ステップにおける決定係数（R2）の増加が有意であった（F (1, 388)＝31.34, ∆R2＝.04, p＜.001）。つまり、パー

ソナリティ変数に加え、ICAPSのER得点が、抑うつ傾向を更に説明していた。最終ステップにおける各変数の

標準偏回帰係数（β）を見てみると、ICAPSのER、外向性、調和性が高く、神経症傾向と開放性が低いほど、

表２　抑うつ傾向に対する階層的重回帰分析の結果（n＝394）

モデル 予測変数 b β R2 ΔR2 ΔF
1 神経症傾向(N) .20 .30*** .35 .35 209.77***

2 外向性(E) -.17 -.25*** .45 .10 67.63***

3 開放性(O) .10 .12** .45 .01 6.33*

4 調和性(A) -.08 -.09* .46 .01 4.55*

5 ICAPS ER -.16 -.30*** .50 .04 31.34***

注　偏回帰係数（b）と標準偏回帰係数（β）の値は、最終ステップ（モデル５）での値。
　　*p＜.05、**p＜.01、***p＜.001。
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抑うつ傾向が低いという関連を示した。

表３は、自尊感情に対する分析結果である。年齢を投入した後、パーソナリティ変数を投入したところ、神経

症傾向、誠実性、外向性の順に、変数が採用された。最後に、ICAPSのER得点を投入した最終ステップでの決

定係数は、有意であった（F (1, 388)＝58.10, ΔR2＝.08, p＜.001）。つまり、パーソナリティ変数だけでなく、

ICAPSのER得点が、自尊感情の高さと関連していた。最終ステップにおける各変数の標準偏回帰係数を見ると、

ICAPSのERと誠実性が高く、神経症傾向が低いほど、自尊感情が高いという結果であった。外向性と年齢は、

最終ステップでは有意にならなかった。

考　察

本研究では、明石（2007）に続き、ICAPSのER尺度の有効性を検証した。明石（2007）では、この尺度が、

他の情動制御関連尺度と比べて、幅広く精神的健康の様々な側面と関連することが示唆された。本研究では、精

神的健康の指標のうち、不適応感情に相当する抑うつ傾向と、心理的幸福感の一つとも考えられる自尊感情に

注目し、まず、ICAPSのER尺度が、先行研究と同様に、これらの指標と関連することを確認した。更に、パー

ソナリティ変数を統制してもなお、ICAPSのER得点は、抑うつ傾向および自尊感情と有意に関連することが確

認された。つまり、抑うつ傾向の低さや自尊感情の高さは、パーソナリティだけで決まるのではなく、情動制御

スキルによっても影響されることが示唆された。本研究において、日本の大学生を対象にしても、先行研究と同

様の結果が得られることが確かめられた（Auerbach et al., 2007; Lopes, et al., 2005; Matsumoto et al., 2004; 

Matsumoto et al., 2007）。

　パーソナリティと抑うつ傾向や自尊感情との関連も検証した。その結果、単相関では、開放性を除く４つの

パーソナリティ変数が、中程度から弱い相関を示していた。特に、神経症傾向が、抑うつの高さや自尊感情の低

さと、比較的強く関連していた。これは、Cheng & Furnham（2003）やChioqueta & Stiles（2005）の結果

と一致している。神経症傾向が高い人は、心理的ディストレスに対して敏感であるため、憂うつ気分になりやす

く、自分の価値を高く評価できないのだろう。

パーソナリティとICAPSのER得点との関連については、特に、神経症傾向とICAPSのER得点の単相関が

高かった。神経症傾向は、情動の不安定性の指標であり、情動制御との相関が高いことは、予想通りである（明

石、2007; Matsumoto, 2006）。しかし、それでもなお、階層的重回帰分析では、神経症傾向を含むパーソナリ

ティ特性に加え、ICAPSのER得点が、精神的健康と有意な関連を示していた。この結果から、ICAPSのERと

神経症傾向は、相関はあっても、独立した概念であると考える。Matsumoto（2006）も、神経症傾向と比べ、

ICAPSのERの方が、情動制御の主要なスキルの一つである、「認知的再評価」との関連が強いことを報告して

いる。

　階層的重回帰分析において、抑うつ傾向の低さと関連が見られたのは、ICAPSのER、外向性、調和性の高さ

と、神経症傾向および開放性の低さであった。情動を適切に調整し、社交的で快活であり、他者とも助け合い、

情動が安定している人ほど、抑うつ傾向が低い、ということが示唆される。開放性が低いほど、抑うつ傾向も低

い、という結果も、Chioqueta & Stiles（2005）の結果と一致している。開放性の高い人は、ポジティブな情動

表３　自尊感情に対する階層的重回帰分析の結果（n＝394）

モデル 予測変数 b β R2 ∆R2 ∆F

1 年齢 .19 .06 .02 .02 9.74**

2 神経症傾向(N) -.13 -.21*** .34 .31 184.31***

3 誠実性(C) .09 .12** .37 .04 22.58***

4 外向性(E) .05 .08 .39 .02 9.24**

5 ICAPS ER .22 .43*** .47 .08 58.10***

注　偏回帰係数（b）と標準偏回帰係数（β）の値は、最終ステップ（モデル５）での値。
　　**p＜.01、***p＜.001。
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だけでなく、ネガティブな情動も、より強く経験するために、抑うつ傾向が高いと推察される（Chioqueta & 

Stiles, 2005）。ただし、開放性は、単相関では特に有意な結果にならず、標準偏回帰係数の値もそれほど高くは

ない（β＝.12, p＜.01）ので、安定した結果が得られるか、今後も確認する必要があると思われる。

自尊感情に対する階層的重回帰分析では、自尊感情の高さが、ICAPSのERおよび誠実性の高さ、神経症傾向

の低さと関連していた。ICAPSのERが高く、神経症傾向が低いほど、自尊感情が高いことは、先行研究でも明

らかになっている（明石, 2007; Cheng & Furnham, 2003; Chioqueta & Stiles, 2005）。また、誠実性の高い人

は、目的を持ち、意志が強い（下仲ほか, 1999）ことから、自分の価値を尊重する傾向が強いのだろうと考えら

れる。

　本研究では、横断データを用いているため、因果関係は分からない。しかし、持って生まれたパーソナリティ

で、精神的健康の質が決まってしまうのではなく、情動制御スキルを学習することによって、精神的健康度を向

上させる可能性がある、と考えられるかもしれない。この点については、縦断研究や、実験など他の手法を行っ

て、更に確かめていきたい。ICAPSのER尺度は、11項目から成り、実施も簡単なので、今後は、精神的健康の

スクリーニング尺度としても活用できると考えられる。また、どのような情動制御のスキルを身につければ、精

神的健康を向上できるのか、更なる検討が必要であろう。情動制御スキル・トレーニングの開発も視野に入れる

ことが今後の課題と考える。
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